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「教職課程年報第19号」の発刊に寄せて 

 

教職支援センター長 

三宅 茂夫 

 

 我が国の出生数や特殊出生率は過去最少を記録し続け、国の行く末をさらに憂慮する事態と

なっています。こうした少子化は、今後さらに社会の状況やしくみのみならず、学校などのあ

り様を大きく変えていくことが予測されます。すでに学校等の現場では、学校の統廃合の加速

化や教員不足などの問題を生起させています。他にも、学校等における少子化がもたらす問題

については枚挙にいとまがありませんが、なかでも教員不足はとくに深刻なものと言えます。

教員採用試験の前倒しなどは、その中でも大きな影響と言えるでしょう。大学においても、教

員等の養成に係る学部学科の入学者の激減や教職課程等履修者の減少など「教員のなり手不足」

に繋がる状況が顕在化し、一方で教職課程カリキュラムの見直しなどにも影を落としています。 

 少子化と教員（以下、保育者も含めます。）の不足、これらの間に連関はないのでしょうか。

様々な要因がありますが、少子化については「経済的に余裕がなく、子どもを産み育てるのが

難しい」と言った声がよく取り上げられ、教員不足については若年層の人口減少による労働人

口の減少や職務内容の特殊性、ネガティブなイメージなどが言われます。しかし、それらだけ

でなく、もっと根源的な原因があるのではないでしょうか。命を守り育むことの素晴らしさや

喜び、そうした過程を子どもとともに毎日紡いでいくなかで、互いが育ちあう互恵的な営みに

魅力を感じなくなってしまったのかもしれません。育む側・保育や教育をする側の具体的な役

割、責任や忍耐、それらが一方ならぬものであることは言うまでもありません。われわれみず

からも家庭や学校、社会などで、親や教師、周囲の人々の中で愛情を得て誕生し、育まれてき

ました。子育てや保育・教育は、決して性急な効果性や合理的な効率性でもって捉えられる性

格のものではなく、子どもが現在を生き、将来を生き抜いていくための一つ一つの学びは、場

合によっては時間をかけ、姿をかえてその影響・効果が出現していくような類のものです。育

まれてきた側が認識しているかどうかはわかりませんが、その学びや生活の過程で着実に知識・

技能のみならず人間性等が育まれてきたことに疑いはありません。そうした場面に臨場し、子

どもたちの育ちを共有し、素晴らしさを分かち合うことのできるのが教員という仕事です。ま

た、教員自身も子どもとの日々の様々なかかわりや教育・保育を通して、合わせ鏡のようにみ

ずからの生き様にも気づかせてもらいます。そうした中で教員を養成するということは、単に

教員に必要な知識や技能を伝達するのみならず、学生がみずからの存在の意味や感謝、これま

での生き方や未来への生き方を深く考え、子どもたちの育ち・学びに喜びをもってかかわるこ

とに気づくきっかけを提供することに繋がるものと考えられます。どうぞ、授業等を担当いた

だきます先生方におかれましては、そうしたことを念頭に置きつつ、学生の適切で個性的な教

育観などに昇華される授業をお願いする次第です。 
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 教員養成を取り巻く厳しい環境下にあっても、社会や国の担い手を育成する学校は、決して

なくなりはしません。したがって、いかになり手が少なくなったとしてもわれわれには、一人

でも多くの有意有能な教員を育成していく使命があります。そのためには、まず教員になりた

いと考えて入学してきた学生や教職課程等を履修したいと思う学生の動機を高め、資質・能力

の高い教員に育てあげていくことです。さらに、養成－採用－研修という一貫したシステムを

構築してくことも求められます。とりわけ教員になった後のフォローアップなどのシステムづ

くりについても今後検討すべき課題と考えます。 

 本学をはじめ教員養成を行う大学等においては、「先生」になりたいという生徒をさらに増や

し、入学者増に繋げていくことも同様に大切な課題となっています。働き方や処遇の問題など

教員を取り巻く環境には依然厳しいものがありますが、魅力ある仕事であることを高校生たち

にどう伝えていくのかのアイデアが求められます。こちらの言説で一方的に伝えても彼らの心

を動かすことはできませんし、もはや教員採用試験等の好成績を伝えるだけでも響きません。

教員としての基礎・基本を主体的・対話的に深く学びつつ、「自分のなりたい教員像」を次第に

明確にしつつ、本学の学生たちが生き生きと創造的に学ぶ姿を自分と重ね合せて「生き甲斐を

感じさせてくれる仕事」として捉えていけるように伝えていく必要があると思います。そうし

たアイデアについて、それぞれの先生方にお考えいただき、学科で検討し、ご提案を賜われば

幸甚です。 

 毎年同じようなフレーズをお伝えしていますが、今年度も過去最高の教員採用試験の合格率

を記録しました。結果にかかわらず、一人一人の学生のみなさんの努力に敬意を表すとともに、

晴れて教壇に立つみなさんが教員として、自分らしく成長・大成されることを祈念しておりま

す。卒業後も神戸女子大学は、みなさんを応援し続けています。何か心配なことや困ったこと

があれば、遠慮なくお世話になった先生方や教職支援センターに連絡を入れてください。これ

まで陰になり日向となって教職課程教育や教育実習、教員採用試験等に向け学生たちを教育し、

支えていただきました関係者のみなさまに心より感謝申し上げます。 

 学生として教員を目指すみなさんは、今後も多くの学修や経験を積み重ねていくことになり

ます。志を高く持ち、教壇に立ったその時をイメージし、希望をもって主体的・挑戦的に学ん

でいってほしいと思います。その中で常に専門性を高め、実践的な資質を身に付ける努力と、

常に進歩する自分を念頭に探求していく態度を培って下さい。また、視野を広げ、多様なこと

を学ぶのは、みずからの人間力を高める上で有益です。大学時代にしかできない多様な学びを

みずからが探求し、積極的に取り組んでいってほしいと思います。 

 教職支援センターは、今後も資質の高い教員養成、特色ある教員養成、学び続ける教員の養

成を目指し、また教職を志す学生の目標実現を図るために全学的に教職課程を統括する組織と

して教育部門と事務部門が一体となって支援を行っていきます。今後もご理解、ご協力を賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。 

 

教育実習を終えて 

 

日本語日本文学科 ４回生 

村田 葵 

 

 私は今でも教育実習中の日々を思い出しては笑顔になり、生徒たちにもう会えないことに寂

しさを感じるほど充実した教育実習だった。 

 実習は11月に行った。３週間という短い期間だったが、教師という仕事は常に忙しくて大変

であった。しかし、それ以上に子どもたちの成長を近くで見ることができて、とてもやりがい

を感じた。 

 授業は３クラス担当させていただいた。クラスによって雰囲気や能力が大きく異なっている

ことを知り、クラスに合わせた対応や状況に適した質問や説明をすることの大切さを学んだ。

授業を初めてさせていただいたときは、緊張で生徒の反応を見る余裕がなかった。しかし、余

裕が生まれてくると生徒の様子を見ながら授業ができるようになった。すると同じ説明や質問

でも、クラスによって反応や理解度が違うことに気がついた。そこでクラスの様子を観察して、

それぞれのクラスに合った説明になるよう工夫をした。それにより、「わかった」「面白い」と

いう反応をしてくれる生徒が増えた。そのような反応を見れたことや、授業を楽しそうに聞い

てくれる様子が見られるたびに、大変だった教材研究や授業準備を頑張ってよかったと思った。

この学びは、実際に生徒の前で授業をしないと気づくことができないものであった。 

 また担当教諭から、子どもたちとの接し方を学んだ。担当教諭は生徒を第一に考えていた。

特に「子どもを救う」という言葉を何度もおっしゃっていたことが印象に残っている。また、

勇気を出して発表したが間違えてしまった生徒や答えが分からない生徒に対して、安心感を与

える声かけをしている姿を見た。他にも授業を作るときや反省会のとき、生徒たちへの対応を

熱心に指導していただいた。日々の生活の中だけでなく、授業の中でも生徒を第一に考えられ

るような余裕を持つことの大切さを学ぶことができた。 

 以上のことから、教育実習を通して生徒のことを第一に考えることの大切さを学んだ。特に

学校は生徒のためにあり、教師は生徒にとって居心地の良い環境を作る立場だと何度も感じた

３週間だった。そのために、生徒の実態をよく知り、日々試行錯誤しながら適切な対応をする

姿勢が欠かせないと思った。また実際に教師の仕事を体験して、忙しい中でも生徒の悩みに寄

り添ったり、笑顔で接してくださった先生方の凄さを実感した。この経験と学びは、実際に現

場に行かないと知ることができないことばかりであった。この経験を忘れず、来年からからの

教師生活に活かしていきたい。 

 こんなにも楽しく充実した３週間を過ごすことができたのは担当教諭をはじめ、先生方が過

ごしやすい環境を作ってくださったためである。先生方に感謝の気持ちを忘れることなく、私

自身が教育実習の担当になった際には先生方のようなサポートをしていきたい。 


